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「遺伝子組換えでない」表示が認められる条件

【義務表示】

「遺伝子組換え不分別」 など

意図せざる混入率が５％を超える
場合は、分別生産流通管理が行わ
れていないとみなされる。

【任意表示】

「遺伝子組換えでないものを分別」

「遺伝子組換えでない」 など

分別生産流通管理が行われた非遺
伝子組換え農産物である旨を表示
することができる。
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【義務表示】

「遺伝子組換え不分別」 など

意図せざる混入率が５％を超える
場合は、分別生産流通管理が行わ
れていないとみなされる。

【任意表示】

「遺伝子組換えでない」 など

＜現行の表示制度＞ ＜新たな表示制度（想定）＞
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【任意表示】

分別生産流通管理が適切に行われ
ていること等事実に即した表示を任
意で行うことは可能。

「遺伝子組換えでない」の表示
はできない。
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（注）事業者が分別生産流通管理を行っていることが前提
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第８回遺伝子組換え表示制
度に関する検討会資料抜粋

１



（１）一括して表示する事項（枠内）とは別に任意の場所に表示する場合

①

」

②
・「とうもろこしは、分別管理されたとうもろこしを使用していますが、遺伝子組換
えのものが含まれている可能性があります。」

※第４回遺伝子組換え表示制度に関する検討会ハウス食品株式会社佐合氏説明資料から抜粋

○分別生産流通管理が適切に行われているという事実に即している。
○｢遺伝子組換えでない｣食品であると消費者が誤認しない。
等の要件を満たすことが必要。

・「遺伝子組換えの原料の混入を防ぐため、分別流通されたとうもろこしで作った
コーングリッツを使用しています。」

一括表示の枠内には、表示し
ていない例。

具体的な表示例

２



（２）一括して表示する事項として原材料名欄に表示する場合

①

・「遺伝子組換え原料の混入を防ぐため、分別管理が行われたもの」等

３
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